
め，本実験では被験者の個人差が非常に大きいも

のであることがわかる．

また，快適性因子と活動性因子で実験 1 と実験

2 との間に有意差が確認された(p<0.05)．図 7 よ

り，快適性因子と活動性因子のどちらでも実験 1
の方が実験 2 より高い値であることがわかる．

図 7 各因子の因子得点の平均値

5. 考察

分散分析の結果，本研究では照明条件による有

意差は確認できなかった．

しかし，快適性因子と活動性因子で実験 2 より

実験 1 の方が高い値を示した．これにより，色み

のない空間より色みのある空間の方が快適性と

活動性に優れると示唆された．

平手ら 2)の研究によると淡い黄色は快適性が高

く,精神性疲労を低減する傾向が見られるとある．

この結果は本研究の色みのある空間の方が色み

のない空間より快適性と活動性に優れるという

結果と一致する．

その要因として実験 1 と実験 2で机上の色度は

ほぼ同等であったものの，実験 2 床面がグレーで

あったのに対し，実験 1 では色の淡い木目調のシ

ートであったため，実験 1 の方が淡い黄色の空間

として知覚された可能性があげられる．

また，本研究では，横山ら 1)の研究のように照

明間での差が確認できなかった．その要因として，

横山ら 1)の研究ではリビング空間を模擬したのに

対し，本研究ではオフィス空間を模擬したため，

相対的に色みが小さかったことが考えられる．そ

のため，照明間の差を明確にするためには空間内

に含まれる色みを大きくすることが必要である

と考えられる．

6. まとめ

照明のオフィス空間印象に対する影響を調査

するために，オフィス模型空間を用いて印象評価

実験を行った．因子分析の結果，”快適性”，“活動

性”，“作業性”の 3 因子が抽出された．

分散分析の結果より，照明条件間での差は確認

できなかったが，快適性と活動性において色みの

無い空間よりも色みのある空間の方が優れるこ

とが確認された．

また，今後の課題として，照明間の差を確認す

るために，より多くの色みを含む空間を用いる必

要がある．

今回は模型空間を用い，被験者は模型空間を外か

ら観察したが，実空間であれば被験者は照明光の

下にいる状態にいる．その照明光との関係が異な

るため，実空間では本実験で獲得された結果がそ

のまま当てはまらない可能性がある．そのため，

実空間での印象を評価することも必要であると

考えられる．
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１．はじめに 

イラストやアニメーションでは人物キャラク

ターの髪色に現実では見かけることのない独特

で多様な色を用いることがある．髪色は，キャラ

クターの個性に大きく影響すると考えられる．写

真の人物の髪色を変化させて特徴的かどうかを

調査して解析した研究例はある[1]が，イラストや

アニメーションで表現される多様な髪色がどの

ような性格印象を与えるか調査することは重要

である．また，近年イラスト作成はインターネッ

トでアマチュアも参加できる環境が進んだこと

もあり，多くの人が行っている．人物の性格設定

から髪の色を提案できれば，イラスト作成に役立

つと考えられる．

 筆者らは以前髪の色とキャラクターの性格印

象の関連についてアンケートに基づき調査した

[2]．この調査において髪色が与える性格印象の傾

向が明らかになった．しかし，画像群から性格印

象に合う画像を抽出し，順位付けしてもらうとい

う調査方法だったため，調査結果の解析が難しか

った．また，髪色だけでなく髪型や目つきも考慮

したため解析が複雑となった．よって今回，解析

の容易さを考慮して，提示画像の種類を減らし，

それぞれの提示画像について性格印象に関する 5
段階評価をするよう調査方法を変更した．そして，

調査結果に対して髪色を目的変数，印象を説明変

数として回帰分析を行った．さらに，回帰分析で

得られた回帰直線を用いることにより，各性格印

象の度合いから，適した髪色を提示する方法を提

案する．

２．髪色と印象の調査 

 髪色と印象の調査はパーソナルコンピュータ

のモニタ上にイラストを提示して，25 名（男性

15 名，女性 10 名）の実験参加者にその髪色に対

する性格印象 4 項目の一致度を最高「5」で最低

「1」の 5 段階で評価してもらった．イラストは

男女それぞれ、髪型 2 種類（ショート，ロング）、

色 10 色（白、黒、赤、茶、黄、緑、水、青、紫、

桃）の各要素を変化させた組み合わせ 40 種類で

ある．図 1 に画像の一部を示す．性格印象につい

ては，性格を 5 類型に分類した YG（矢田部ギル

フォード）性格検査[3,4]を参考に「熱血」「クー

ル」「優しい」「ユニーク（個性的）」の 4 種類と

した．YG 性格検査における平均型は考慮しなか

った．

 調査の結果，髪色毎に性格印象との関連がわか

った．熱血度数が最も高かったのは性別や髪の長

さに左右されることなく赤色の髪だった．クール

度数は黒や白，あるいは青や水色の寒色系におい

て高い傾向があった，優しい度数は黒や茶および

緑で高かった．ユニーク度数は桃色が高かった．

これらの結果は，キャラクターの性別や髪型によ

りやや傾向が異なる場合があった．また，前回の

調査同様，実験参加者の性別により傾向が異なる

場合があった．

図 1 キャラクター画像の一部 

イラストキャラクターの髪色印象の回帰分析とその応用

Regression analysis of hair color of character with impression 
and its application 
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３．髪色と性格印象の重回帰分析 

調査の結果を分析するために，キャラクターの

性別，髪型ごとに，髪色を目的変数，印象を説明

変数として回帰分析を行った．髪色を目的変数と

するにあたり，どのように数値化するかを検討し

た．いくつかの表色系での回帰分析試行の結果及

びキャラクター作成における色選択の便宜を考

慮して Adobe Photoshop での Lab の各値を用い

ることを決定した．

重回帰分析の結果得られた各 Lab 値に対する

性格印象の係数および切片を表 1 に示す．なお，

重相関係数は最大で 0.53，最小で 0.21 だった．

同じ性別でも髪型によって大きく係数の傾向が

異なることがわかった．

４．性格印象の度合いによる髪色の提示 

回帰直線の式に各性格印象の度数を代入する

ことにより，適した髪色の Lab 値を提示すること

ができる．男性ショートの場合の式を以下に示す．

なお，式中 x1, x2, x3, x4はそれぞれ熱血，クール，

優しい，ユニークの度数を示す． 

L=-0.82x1+0.55x2-138x3+6.42x4+44.14  
a=9.31x1-5.16x2-7.82x3+3.43x4+17.55      (1) 
b=10.19x1-6.76x2-6.02x3+3.24x4+18.95   
各度数の組み合わせを{熱血，クール，優しい，

ユニーク }としたとき， {5,1,1,1}， {1,5,1,1}，
{1,1,5,1}，{1,1,1,5}として推定した髪色のイラス

トを図 2(a)に示す．アンケートの傾向をほぼ反映

した髪色となった．

また，女性ロングについて各度数の組み合わせ

を，{5,1,1,1}，{5,1,3,1}，{5,1,1,3}として推定した

髪色のイラストを図 2(b)に示す．熱血に他の性格

印象を加えることで異なる髪色を推定できた．  

５．まとめ 

イラストのキャラクターの髪色と性格印象に

ついて調査し，「熱血」，「クール」，「優しい」，「ユ

ニーク」それぞれの性格印象と髪色の関係を回帰

分析により解析した．また，回帰分析で得られた

回帰直線を用いて，性格印象の度合いに対応した

髪色を提示する方法を提案し，実際にいくつかの

度数の組み合わせに対する髪色を生成した．
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表 1 重回帰分析による回帰直線の係数と切片

性別

髪型

色 熱血 クール 優しい ユニー

ク

切片

男性

ショ

ート

L -0.82 0.55 -1.38 6.42 44.14 
a 9.31 -5.16 -7.82 3.43 17.55 
b 10.19 -6.76 -6.02 3.24 18.95 

男性

ロン

グ

L -2.78 -0.84 0.09 7.12 47.74 
a 11.00 -3.80 -8.37 5.07 9.20 
b 5.30 -13.00 -4.70 2.80 53.65 

女性

ショ

ート

L -5.38 -1.16 -2.49 6.75 63.40 
a 15.73 -1.78 -4.67 3.20 -11.79
b 5.58 -9.02 -10.66 2.70 58.98 

女性

ロン

グ

L -3.47 -0.34 -1.09 8.35 46.84 
a 13.13 -3.57 -5.98 1.52 11.62 
b 7.85 -6.86 -12.87 1.91 60.67 

{5,1,1,1}  {1,5,1,1}  {1,1,5,1} {1,1,1,5} 
(a) 男性ショート

{5,1,1,1}  {5,1,3,1}  {5,1,1,3} 
(b)女性ロング

図2 推定した髪色のキャラクター画像 
{熱血，クール，優しい，ユニーク} 
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